
【SR-7 評価シート エビデンス総体】
診療ガイド
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局所再発率の低下 RCT/9 -1 -1 0 -1 -1 7009 148 2.1 7138 261 3.7 RR 1.81 1.16-2.84 中(B) 8

整容性の低下 RCT/6 -1 -2 0 -1 -1 1831 214 11.7 1940 367 18.9 RR 1.21 0.73-1.99 中(B) 7

晩期障害(⽪膚障害) RCT/5 -1 -2 0 -1 -1 1859 76 4.1 1933 268 13.9 RR 1.58 0.33-7.52 中(B) 7

晩期障害(脂肪壊死) RCT/3 -1 -2 0 -1 -1 1604 18 1.1 1705 58 3.4 RR 2.8 1.16-6.78 中(B) 7

遠隔再発率の低下 RCT/4 -1 0 0 -1 0 2037 85 4.2 2111 84 4.0 HR 0.94 0.74-1.20 中(B) 7

全⽣存率の改善 RCT/7 -1 0 0 -1 0 6871 207 3.0 6995 195 2.8 HR 1 0.87-1.14 中(B) 9

乳房部分切除術後の照射法として加速乳房部分照射
（APBI）は勧められるか？

＊バイアスリスク，⾮直接性
 各ドメインの評価は「⾼（−2）」，「中／疑い（−1）」，「低（0）」の3 段階。
 まとめは「⾼（−2）」，「中（−1）」，「低（0）」の3 段階でエビデンス総体に反映させる。
＊＊上昇要因
  各項⽬の評価は「⾼（＋2）」，「中（＋1）」，「低（0）」の3 段階。
  まとめは「⾼（＋2）」，「中（＋1）」，「低（0）の3 段階でエビデンス総体に反映させる。
アウトカムごとに別紙にまとめる。

乳がんに対する乳房部分切除術後

APBI

全乳房照射

リスク⼈数（アウトカム率）
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